
神戸勤労者山岳会創立50周年記念

無積雪期 積雪期 ピークハント ラウンド 縦走

山域 『みんなで歩く兵庫50山』　扇ノ山　鳥取・八頭町

日程 2015年４月１１日(土）ー１２日(日）　　晴

往路：JR明石駅6：３０～水野宅7：００発ー中国道佐用ＩＣ―鳥取道（無料）ー

道の駅清流茶屋かわはらＰに ９：１０着ー姫路集落先林道入口11:15着この先林道は雪で通行止（なお、

ナビは別コースを示し、時間ロスがあった）。帰路：同じ道－中国社ＩＣーＲ１７５－ＪＲ明石駅16：45

４月１１日　晴れ

11:00着姫路集落先林道入口11:40発ー林道（雪道）ー林道分岐13:00-登山口13:45着ー扇ノ山16:05着

４月１２日　快晴

５時起床ー(ツエルト訓練）小屋7:40発ー分岐ー9:05林道ー10:20登山口10:40ー11:50林道入口（駐車場)

15::20ＪＲ明石駅

今回のコースはすべて雪道であった。姫路集落２ｋ先の分かれ道からの林道入口からは除雪がなく、

積雪１ｍほどの雪道を進む。登山口には大きな標識がある。ここから谷を４００ｍさかのぼり、

二俣の出合稜線を登る。あと２００ｍほど先の同じ地形のところを登るのが正解で、隣の尾根を登った。

若干、ブッシュであったが、特に問題はなかった。主稜線にでると、ここからは大きな尾根が頂上まで続く。

　　　快適なのぼりだった。

帰路でも、下りの２つ目の標識のところで、尾根を間違い別コースを降りてしまった。ところどころに赤の

テープがあり、勢いついて林道まで下りてしまった。丁寧にコースを確認すべきであった。

このため、林道を余分に歩くこととなった。

尾根の間違いはこれまでの経験から理解していたが、やはり、丁寧さに欠けていた。

鳥取道が現在無料であり、アクセスも良く、コースも雪が多く、いい体験ができたと思う。

　頂上では風が強いので、ツエルトを使っての防風体制の訓練を行い、勉強になった。

 今回はピンクのリボンを頼りに下っていきましたが、コンパスを頼りに夏山コースを辿れるかは難しいと思いました。

 GPSがないと冬山は難しいものだと思いました。

 帰宅してから強風時のツェルトの張り方をﾕｰﾁｭｰﾌﾞで検索しましたが出てこないので諦めました。良い勉強になりました。

　標竹の設置ポイントの講習もこれから役に立つと思います。

コース全体図
（地図）

兵庫５０山 山行記録（報告）
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島田、水野た、ゆきごーご、藤戸、坂口
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姫路集落先林道右が入口（ここから雪） 集発前恒例の記念写真

姫路集落先林道入口（ここから雪） 林道の分岐。右へ

　　　扇ノ山登山口 尾根の様子。この先ブッシュあり

主稜尾根に到達 扇ノ山山小屋（Ｈ５築）
２階に大阪労山３名

写真



翌早朝、強風の中でﾂｴﾙﾄ訓練

雪がしまっていて歩き易い尾根

下りの一つ目の標識
２つ目の標識から南への尾根へ（誤り）

林道に到着（雪道）
雪に埋もれた林道の様子

フキノトウを発見 やっと登山口に戻ってきた

兵庫50山シリーズで初めての一泊登山でした。 お疲れ様～♪


